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博 士学 位 請 求論 文 審 査報 告 書  
 
題 目  米 国 の対 沖 縄 パブ リ ッ ク・ ポ リ シー （ 1940－ 1968） の 研 究  

― 琉球 大 学 の創 設 と 沖縄 知 識 人の 反 応 ―  
 
（ The U.S .  Publ i c  Dip lomacy  in  Okinawa(1940-1968) ： Creat ion o f  
Univers i ty  o f  the  Ryukyus  and the  Response  f rom Okinawan 
Inte l lec tuals）  
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4009S303-1）  
 

 
１ ．  概 要  

 近 年 、 パ ブ リ ッ ク ・ デ ィ プ ロ マ シ ー 研 究 が 国 際 関 係 論 研 究 に お い て

重 要 な 領 域 と し て 定 着 し て い る 。 欧 米 と く に ア メ リ カ に お い て 進 め ら

れ て き た パ ブ リ ッ ク ・ デ ィ プ ロ マ シ ー 研 究 は 、 従 来 国 家 ア ク タ ー を 主

体 と す る 研 究 が 主 流 を 占 め て き た が 、 本 研 究 は 非 国 家 ア ク タ ー の 役 割

に つ い て も 注 目 し つ つ 、 冷 戦 期 米 国 の 対 沖 縄 パ ブ リ ッ ク ・ デ ィ プ ロ マ

シ ー シ ー を 文 化 ・ 教 育 面 に 焦 点 を 置 き な が ら 考 察 し た も の で あ る 。 具

体 的に は「 琉球 処 分」（ 1879 年）以 降 、近 代 沖 縄に 設 立 され た 初 めて の

高 等 教 育 機 関 で あ る 琉 球 大 学 の 創 設 ・ 展 開 過 程 を 明 ら か に す る と と も

に 、 こ う し た 米 国 側 の 政 策 に 対 し 沖 縄 知 識 人 は ど の よ う な 対 応 を 示 し

た の か を 豊 富 な 史 料 ・ 文 献 を 元 に 立 体 的 に 分 析 す る 。 分 析 に 当 た っ て

は 、 重 要 な 非 国 家 ア ク タ ー と し て 琉 球 大 学 に 深 く 関 与 し た ミ シ ガ ン 州

立 大 学 が 原 本 を 所 蔵 す る 「 ミ シ ガ ン ・ ミ ッ シ ョ ン 」 関 連 史 料 を 縦 横 に

渉 猟 す る と と も に 、 沖 縄 を 含 む 日 米 双 方 の 公 刊 ・ 未 刊 の 膨 大 な 一 次 資

料 ・文 献 を 駆使 し 、 精度 の 高 い実 証 研 究と し て 集成 し た もの で あ る。  
 
 

２ ．本 論 文 の目 次  
序 章  
第 １節  研 究の 目 的 と問 題 提 起  
第 ２節  先 行研 究 と 本研 究 の 位置 づ け  
第 ３節  本 研究 の 範 囲と 方 法  
 

 
第 1章  沖 縄戦 か ら 琉球 大 学 設立 に 至 るま で  
第 1節  軍 によ る 沖 縄軍 政 準 備  
第 2節  米 国文 化 人 類学 と 沖 縄軍 政  
第 3節  米 国の 対 沖 縄パ ブ リ ック ・ デ ィプ ロ マ シー が め ざし た も の  
 

第 2章  琉 球大 学 の 設立  
第 １節  琉 球大 学 創 設の 政 策 的意 図  
第 ２節  琉 球大 学 の 設立  
第 ３節  冷 戦と 米 国 の大 学  
 



第 3章  抵 抗の 拠 点 とし て の 琉球 大 学 （前 期 ミ シガ ン ・ ミッ シ ョ ン）  
第 １節  イ デオ ロ ギ ー冷 戦 時 代の 米 国 パブ リ ッ ク・デ ィ プロ マ シ ー  
第 ２節  英 語か 日 本 語か ： 揺 れる ア イ デン テ ィ ティ ー  
第 ３節  反 米闘 争 の 先頭 に 立 つ琉 大 学 生  
 

第 4章  「 日米 新 時 代」 の 琉 球大 学 （ 後期 ミ シ ガン ・ ミ ッシ ョ ン ）  
第 １節  ア メリ カ 本 国の PD と日 米 新 時代  
第 ２節  養 子か ら パ ート ナ ー へ  
第 ３節  米 国派 遣 留 学生 制 度  
第 ４節  ミ シガ ン ・ ミッ シ ョ ンの 終 了  

 
終 章  
第 １節  本 研究 を 通 じて 得 ら れた 新 た な知 見 ・ 成果  
第 ２節  今 後の 課 題  
 
 

３ ．内 容  
序 章で は 、本研 究 の 目的・問 題関 心・先 行 研 究 等に つ き 詳述 さ れ る が 、

と りわ け 以 下の 4 課 題が 設 定 され る ： 対沖 縄 パ ブリ ッ ク ・ポ リ シ ー の 構

築 過 程 、 対 沖 縄 パ ブ リ ッ ク ・ ポ リ シ ー の 担 い 手 の 多 層 性 、 対 沖 縄 パ ブ リ

ッ ク ・ ポ リ シ ー に 対 す る 沖 縄 側 の 主 体 的 受 容 、 対 沖 縄 パ ブ リ ッ ク ・ ポ リ

シ ーの 結 果 によ っ て 生じ た 沖 縄側 の 自 己認 識 の 変容 。  
第 １ 章 で は 、 米 国 陸 海 軍 に よ る 、 そ れ ぞ れ の 軍 政 に 関 す る 研 究 と 軍 政

要 員 の 育 成 を 概 観 し 、 さ ら に 沖 縄 戦 を 想 定 し て 戦 時 下 に 始 ま っ た 沖 縄 地

域 研 究 、 文 化 人 類 学 者 に よ っ て 主 導 さ れ た 沖 縄 研 究 が 、 戦 後 沖 縄 を 統 治

し た 米 軍 幹 部 や ミ シ ガ ン ・ ミ ッ シ ョ ン の 沖 縄 認 識 に も た ら し た 影 響 を 論

じ る 。 ま た 、 第 二 次 世 界 大 戦 の 開 始 前 、 戦 時 中 、 終 戦 そ し て 冷 戦 の 始 ま

り 、 本 格 化 の 中 で 米 国 の グ ロ ー バ ル な パ ブ リ ッ ク ・ デ ィ プ ロ マ シ ー が い

か に 形 成 さ れ 、 そ の な か で 対 沖 縄 パ ブ リ ッ ク ・ デ ィ プ ロ マ シ ー は い か な

る 位置 付 け がな さ れ たの か に つい て 検 証す る 。  
第 ２ 章 で は 、 琉 球 大 学 の 創 設 と ミ シ ガ ン ・ ミ ッ シ ョ ン の 開 始 に 焦 点 を

あ て る 。 米 軍 政 が 琉 球 大 学 を 創 設 し た 政 策 的 意 図 を 分 析 し た 上 で 、 琉 球

大 学 の 設 立 を め ぐ る 、 沖 縄 教 育 関 係 者 、 ハ ワ イ の 沖 縄 出 身 日 系 人 グ ル ー

プ 、 米 軍 政 府 の 三 つ の イ ニ シ ャ テ ィ ブ に つ い て 論 じ 、 開 学 の 根 拠 法 及 び

開 学 式 典 か ら 、 様 々 な ア ク タ ー の 政 策 意 図 に つ い て 検 討 し た 。 ま た 大 学

設 立 の 政 治 性 を 国 際 比 較 し 、 琉 球 大 学 の 事 例 を 相 対 的 に 検 討 す る 観 点 か

ら 、 戦 前 日 本 が そ の 植 民 地 に 設 置 し た 京 城 と 台 北 の 二 つ の 帝 国 大 学 、 第

二 次 世 界 大 戦 後 に 米 国 が 設 置 し た ソ ウ ル 大 学 に つ い て 、 焦 点 を あ て る 。

さ ら に ミ シ ガ ン ・ ミ ッ シ ョ ン の 開 始 に 関 し て 、 米 軍 政 、 ミ シ ガ ン 州 立 大

学 そ れ ぞ れ が い か な る 意 図 を も っ て 、 琉 球 大 学 プ ロ ジ ェ ク ト に 関 与 し て

い った の か を取 り 上 げる 。  
第 ３章 は 、 前期 ミ シ ガン ・ ミ ッシ ョ ン の時 代 、 1951 年 から 1961 年 ま

で の時 代 を 考察 す る 。こ の 章 では 、 1950 年 代 に おい て 米 国は ど の よう な

世 界 戦 略 を も っ て パ ブ リ ッ ク ・ デ ィ プ ロ マ シ ー を 展 開 し 、 そ の 文 脈 の な

か で 沖 縄 で は 具 体 的 に ど の よ う な パ ブ リ ッ ク ・ デ ィ プ ロ マ シ ー が 行 わ れ

て い た の か を 検 証 す る 。 対 沖 縄 パ ブ リ ッ ク ・ デ ィ プ ロ マ シ ー の 最 重 要 プ

ロ ジ ェ ク ト で あ っ た 琉 球 大 学 の 運 営 に お い て 、 政 策 を 企 画 立 案 し た 米 軍

政 、 そ の 実 行 の 現 場 に あ っ た ミ シ ガ ン ・ ミ ッ シ ョ ン と 、 訴 求 対 象 と さ れ



た 沖 縄 の 知 識 人 ・ 学 生 と の せ め ぎ 合 い が 顕 著 な 形 と な っ て 歴 史 に 残 さ れ

た の は 、 言 語 ・ 文 学 の 分 野 で あ る 。 第 ３ 章 で は 、 言 語 ・ 文 学 分 野 に お け

る 、 米 軍 政 と 沖 縄 側 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ ー ・ ポ リ テ ィ ク ス に つ い て 論 じ

る 。  
第 ４章 は 、琉 球 大 学・ミ シ ガ ン州 立 大 学の 協 力 計画 協 定 の締 結 に より 、

両 者が 対 等 な立 場 か らの 交 流 を開 始 した 1962 年 から ミ シガ ン・ミ ッ シ ョ

ン が打 ち 切 られ る 1968 年 ま で の時 代 を 考察 す る 。ア イ ゼ ンハ ワ ー から ケ

ネ デ ィ に 政 権 が 交 代 し た こ と に よ っ て も た ら さ れ た 米 国 パ ブ リ ッ ク ・ デ

ィ プ ロ マ シ ー の 変 化 、 そ れ に 伴 い 日 米 関 係 も 新 た な 意 味 づ け が な さ れ る

中 で 、 対 沖 縄 パ ブ リ ッ ク ・ デ ィ プ ロ マ シ ー 、 そ の 中 核 事 業 で あ っ た 琉 球

大 学 プ ロ ジ ェ ク ト に も 「 養 子 か ら パ ー ト ナ ー へ 」 と 、 ア プ ロ ー チ の 変 化

が あ っ た 。 こ う し た 変 化 を 分 析 す る と と も に 、 前 期 ミ シ ガ ン ・ ミ ッ シ ョ

ン の 成 功 と 失 敗 、 そ れ ぞ れ の 側 面 が 、 後 期 ミ シ ガ ン ・ ミ ッ シ ョ ン に 及 ぼ

し た影 響 を 論じ る 。  
終 章で は 、 序章 で 提 起さ れ た 4 課 題 に つい て 本 研究 を 通 じて 得 ら れ た

結 論を 整 理 する と と もに 、 今 後の 課 題 につ い て 明ら か に する 。  
 
 

４ ．評 価  
 本論 文 審 査委 員 会 は、 提 出 論文 の 査 読を 踏 ま え， 2012 年 4 月 21 日 午

後 1 時 よ り 2 時 間 に わた り 口 述試 験 を 行な っ た 。主 た る 論点 は 以 下 の 通

り であ る（カ ッ コ 内 は回 答 ）。こ の 議 論 から も 明 らか な よ うに 、提 出者 は

テ ー マ の 全 体 像 を き ち ん と 把 握 す る と と も に 、 利 用 し た 一 次 資 料 群 も き

わ めて 多 岐 にわ た り 、か つ 独 創的 で あ ると 評 価 され た 。  
 
（ 1） 米 国 の 対沖 縄 パ ブリ ッ ク ・デ ィ プ ロマ シ ー の評 価 に つき 「 失 敗 」

と 結 論 付 け て い る が 、 よ り 多 面 的 な 検 討 が 必 要 で は な い か 。 こ の 事 業 が

な け れ ば 、 一 層 状 況 が 悪 化 し た と の 見 方 も 成 り 立 つ の で は な い か （ 評 価

の 記 述 の 仕 方 に 難 儀 し た が 、 現 在 の 日 本 政 府 〔 総 務 省 〕 の 業 務 評 価 基 準

は、当 初 自 らが 設 定 した 目 的、指 標 に 基づ い て 評価 す る 事に な っ てお り 、

そ れ に 依 拠 し た 形 で 結 論 を 導 い た 。 た だ し こ の 基 準 も 決 定 的 な も の で な

く 、結 論 の 表現 に つ いて は さ らに 工 夫 をし た い）。  
（ 2）前 期 ミ シガ ン・ミ ッ シ ョ ンは 反 共 親米 型 発 信を し て 失敗 し た と 論

じ る が 、 も っ と 多 面 的 な 側 面 を 持 っ て い た の で な い か （ た し か に 琉 米 親

善 会館 は 、反 共 型 性 格も あ っ たが 地 域 の文 化 セ ンタ ー 的 な役 割 を 果た し 、

沖 縄の 文 化 発展 に 貢 献し た 面 もあ る ）。  
（ 3）「 パ ブ リ ッ ク ・ デ ィ プ ロ マ シ ー 」 と 言 う 概 念 は い か な る 条 件 下 で

適 用 で き る の か ， ま た 軍 政 下 の 沖 縄 に 対 し て も あ て は ま る か 、 あ ま り 拡

散 し て 適 用 す る の は 研 究 工 具 と し て 問 題 は な い か （ 国 家 権 力 に 影 響 を 与

え う る 市 民 層 、 中 間 層 、 メ デ ィ ア の 存 在 が 不 可 欠 で あ る 。 沖 縄 は 国 家 で

は な い が 、 沖 縄 へ の 政 策 も 冷 戦 下 の 米 国 の 全 世 界 的 パ ブ リ ッ ク ・ デ ィ プ

ロ マシ ー の 一環 と し てな さ れ てい た の で適 用 可 能と 考 え た）。  
（ 4）一 次 資 料・文 献 を渉 猟 し た研 究 で ある が 、サ ンプ リ ング 調 査 、ア

ン ケ ー ト 調 査 、 オ ー ラ ル ・ ヒ ス ト リ ー と い っ た 手 法 も 導 入 で き な か っ た

か （ 必 要 性 は 十 分 認 識 し つ つ も 、 海 外 勤 務 と 重 な り 十 分 に は で き ず 今 後

の 課題 と し たい ）。  
（ 5）軍 部 と 大学 の 関 係に つ い て第 2 次 世界 大 戦 期の ア メ リカ に 原 型 を

求 め て い る が 、 1900 年 代 初 頭 の フ ィ リ ッ ピ ン 統 治 初 期 に も 先 例 が あ り 、



ま た 開 戦 直 前 ・ 戦 中 期 に か け て も 日 本 軍 と 大 学 、 研 究 機 関 と の 関 係 も 近

年 の 研 究 で 解 明 さ れ て い る （ 米 国 陸 軍 編 の 正 史 『 琉 球 列 島 の 軍 政 』 に は

民 政 要 員 育 成 に 関 す る 前 史 が 記 述 さ れ て い る が 、 フ ィ リ ッ ピ ン 統 治 に つ

い ての 言 及 がな く 、 今後 日 本 の事 例 と あわ せ 留 意し た い）。  
（ 6）こ の 時 代 、圧 倒 的な 権 力 を持 っ た 米国 支 配 の中 で 生 き抜 く“ 小 国 ”

の た く ま し さ 、 し た た か さ に つ い て も 豊 富 な 事 例 で 検 証 さ れ 印 象 的 で あ

っ た 。 当 時 、 琉 球 大 学 で は 親 米 に 洗 脳 さ れ る の で は と の 警 戒 心 が あ っ た

が 、 関 係 知 識 人 の 米 国 認 識 は 単 純 な 親 米 で は な く 複 雑 で あ り 、 そ の 点 へ

の 目 配 せ も 良 く な さ れ て い る （ 沖 縄 の 研 究 者 の 間 で も 琉 球 大 学 の 創 設 経

緯 や 第 ２ 次 琉 大 事 件 当 時 の 学 長 に 関 す る 評 価 を め ぐ り 見 解 の 相 違 が あ り 、

対 米認 識 の 叙述 に 当 たっ て は 細心 の 注 意を 払 っ た）。  
（ 7）本論 文 の基 礎 資 料と な っ たミ シ ガ ン文 書 の 性格 に つ いて (全 576 簿

冊 の 膨 大 な 資 料 群 で ミ シ ガ ン ・ ミ ッ シ ョ ン か ら 大 学 本 部 へ の 報 告 、 米 軍

へ 報 告 等 米 軍 政 内 部 の 動 向 を 分 析 す る 上 で き わ め て 重 要 で あ る 。 沖 縄 県

立 公文 書 館 に所 蔵 さ れて い る が、 そ の 全貌 の 解 明は 今 後 の課 題 で ある )。  
（ 8）「 パ ブ リ ッ ク ・ デ ィ プ ロ マ シ ー 」 と 「 諜 報 」 の 違 い は 何 か (前 者 は

合 法 手 段 を 用 い る の に 対 し 、 後 者 は 非 合 法 的 な 手 段 を も 使 う こ と が 大 き

な 違 い で あ る 。 ま た パ ブ リ ッ ク ・ デ ィ プ ロ マ シ ー と プ ロ パ ガ ン ダ の 差 異

は 、 前 者 が 実 施 過 程 の 透 明 性 、 実 施 意 図 の 公 開 、 事 業 の 双 方 向 性 を 持 つ

の に 対 し 、 後 者 は そ れ ぞ れ が 不 透 明 、 非 公 開 、 一 方 的 発 信 と い う 点 に 違

い があ る )。 なお こ の 点に つ き 委員 側 から publ i c  d ip lomacy  は in formed 
d ip lomacy で あ る と 指摘 す る 米国 研 究 者も い る こと が 付 言さ れ た 。  
（ 9）その ほ か、対 沖 縄パ ブ リ ック・デ ィプ ロ マ シー に 深 く関 与 し た Ｅ ．

マ ロー 、 Ｇ ．マ ー ド ック の 役 割、 宝 村 信雄 の 立 ち位 置 、『 屋良 朝 苗 日記 』

の 重要 性 、『 琉球 大 学 学生 新 聞 』発 掘 の 必要 性 等 々が 指 摘 され た 。  
 
５ ．審 査 結 果  
本 論文 審 査 委員 会 は、提 出 論 文の 慎 重 な査 読 な らび に 上 記口 述 試 験 を 踏

ま え 最 終 審 査 を 行 な っ た 。 そ の 結 果 、 本 研 究 は 、 問 題 設 定 の 仕 方 、 そ れ

を 実 証 的 に 論 証 す る 分 析 方 法 、 使 用 さ れ た 一 次 資 料 の 的 確 さ 、 な ら び に

文 章 表 現 力 等 、 ほ ぼ す べ て の 点 で 本 大 学 が 求 め る 博 士 学 位 請 求 論 文 の 水

準 を 十 分 に 満 た し て い る と 判 断 し た 。 さ ら に 関 係 学 界 へ の 学 術 的 貢 献 も

多 大 で あ る こ と 、 日 本 語 ・ 英 語 で の 早 期 公 刊 が 待 望 さ れ る 研 究 で あ る こ

と に関 し て も満 場 一 致で 合 意 され た 。  
 
                        2012 年 5 月 20 日  
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